
特定複合観光施設区域の推進に
関する法律（ＩＲ法）案の行方と危険性
１．ＩＲ法提出、その後
　　2013年、維新の石関議員ら5名によるＩＲ法案は183回通常国会に、自民の細田議員ら10名によるＩＲ法案は185回臨時国会に提出された。これら両法案は2014年1月24日付で衆議院付託され、衆議院の審査継続中となっている。
さて、経済界も地方自治体も推進派が多く、与野党合わせ推進議員の多い国会で十分な審議もなくどんどん決められる可能性が高い。
　　しかし、学者や市民の中には私共のように反対の意見も根強い。カジノはその功罪を正しく点検するなどして国民の意見を聞くべきであり、特に慎重な審議が求められるところである。
２．ＩＲ法の課題
　　実質カジノを中核とする特定複合観光施設区域（ＩＲ）は、その内容が十分検討されていない。ＩＲ法案は直接カジノ合法化法案ではなく、ＩＲ地域を設置するというのである。今のところそのＩＲの認定基準、評価要素は規定されていない。まさにカジノも含められるという一般的な特定複合観光施設区域を定めうるというものである。
従って、ＩＲの数や場所、あるいはその決定は第二弾以降の法律になる。ＩＲでよく言われる観光や宿泊施設だけでなく、研究・学会等のＭＩＣＥ機能やリゾートなどは今後の法案となる。
ＩＲの判断基準は、(1)諸施策との整合性、(2)実行可能性や観光振興等効果、(3)地域の社会的合意形成、(4)マイナス（依存症犯罪など）面への対策、(5)社会的影響評価、(6)地域環境保全などで十分検討され、細目にわたって公表説明されることが必要である。しかし、その検証検討は今はない。
３．審議先送りされる危険なＩＲ法
　　カジノは民営民設型が想定されているが、他の「公営型」ギャンブルと整合するか、カジノ経営の収益性や天下り利権など、審議すべきところが多い。
　　そして、①犯罪防止、②ゲームの公正確保、③反社会的勢力排除、④金銭代替物の選定、⑤資金洗浄（マネーロンダリング）の防止、⑥依存症対策、⑦依存症予防措置、⑧大口客紹介業、⑨カジノ入場料、⑩高額利用客サービスなど、検討点は山積する。⑪そもそも日本人を入場させるかも問題点である。さらに⑫カジノの宣伝禁止、⑬カジノ収益の海外流出防止、⑭中国客等へのビザなど、これまでのギャンブルとは異なった検討も十分されねばならない。これらに対する検討方法と資料公開や多くの市民のヒヤリング、公開審議をした上でのアセスメントもせず、全てを先送りしてＩＲ法が可決されるのでは危険すぎる。
ギャンブル広告を考える　Ⅰ
第一　ＡＩＤＭＡの法則とギャンブル
１．広告の理論の中にＡＩＤＭＡの法則というものがある。広告はAttention（注目）→Interest（興味）→Desire（欲求）→Memory（記憶）→Action（行動）の段階を踏んで機能するという法則だ。ＭをとってＡＩＤＡの法則、ActionをSell（売る）に代えてＡＩＤＳの法則とも言われる。
　　ギャンブル宣伝の宝くじでいえば、8億円とか高額当せん金を言い、それが多数当たるかのように興味を引き、わずか300円くじで実現するかのように記憶させて買わせることをいうものである。
　　パチンコでいえば、新機で注目させたり、台調整で出玉が期待でき「勝てる」と興味を持たせ、大当たりの欲求が叶えられると思わせて店に早くから並ばせることをいう。
　　公営競技でいえば、レースに様々な選択や有名馬、選手も紹介して注目させ、単複、三連まで様々なタイプの発券もして興味を持たせ、本命、対抗、大穴への欲求を増やし、様々な予想屋、情報誌の下、場外券からインターネットまで利用して投票券を買わせることをいうのである。
２．このAttentionでは、テレビからチラシ広告まで業者同士の競争がなされ、例えばパチスロでは大手を中心にメーカー、パチンコ店とも広告費が増えている。広告をするとしないとで企業の淘汰が進み、パチスロは大企業に占拠されつつある。Interestでは、広告企業がタレントやコピーその他を動員して宣伝企画を拡大させる。そこでは広告の表示が正しいかどうか、消費者を誤らせないかなどは軽視されている。
　　このような「売らんかな」広告に対し、市民社会の厳しい批判が加えられたのがタバコだった。今や万病の元ともいえるタバコを吸うことを勧める広告は事実上全面禁止される。欧州では酒も厳しく広告規制されるが、日本のビール・酒の広告は未だに「呑ませる」ことが中心である。酒の害の広告はほとんど知れないようにし、していても自己免責のための広告レベルである。日本人はアルコールに弱い人が多く、酒に負けたり失敗したり病気になることが多いのに積極的な抑制広告は皆無に近い。
３．1990年、VOLVOが「私たちの製品は、公害と、騒音と、廃棄物を生み出しています」という一面紙広告をして世を驚かした。自動車はVOLVOに限らずそうなのだが、ECOをいうトヨタ・ニッサンらの広告もつい最近である。日本のギャンブルは自動車の持つ有用性よりももっと害や社会的費用をもたらしているのに、非常識といえる反社会性感覚の広告を今も続けているのである。日本人に多いギャンブル依存発生抑止への業者広告は皆無である。
第二　視えない読めない注意書きギャンブル広告
１．商品・サービスの商業広告では、法律によって商品・サービスに必要な注意広告や誤解をなくす注意事項を表示することが求められているものがある。
　　サラ金といわれた消費者金融には詳しい条件表示がいるし、効能・効果をいう薬品・商品には特別の注意表示がいる。これらがないと消費者は安全情報も含めて正しい商品、サービスを選ぶための評価をすることができない。
　　しかるに、テレビや新聞を含め広告には、特に売らんかなの誇大広告や誤解を招く宣伝が大々的になされている。一方で、これらの注意表示をしたと免罪を求めるだけで、ほとんどの人が視えない細字の広告がなされることがある。テレビではそれら表示を読み切る時間も与えていない。高齢
者が視聴者層の多くを占める現代において、虫眼鏡か老眼鏡がないと判らない細字広告では「無い」に等しく、必要な表示をしたことにならない。
薬品については、医師や薬剤師が購入者と直接面談すれば、注意力があり処方を守れるかも一応判断できる。しかし、事実上“効果”を強調する化粧品や日常薬品の場合にはほとんど読む人もおらず、注意事項が記載されていたり配布されていればまだ「良心的」といえる。
商品・サービスには種別に応じた詳しい商品説明が不可欠である。テレビその他での広告において、実質視えない読めない特記や注意書きをして安易な購入･入手を呼びかけるのは、それ自体、不当広告・不当表示である。
２．当会は、宝くじのテレビ、新聞、車内広告等については、当の販売受託者、発売元である自治体、消費者庁、消費者国民センター、メディア、公正取引委員会、さらにはＪＡＲＯにも苦情を申し出てきたが、今のところ「黙殺」されている。
企業やメディアは、視えない読めない広告で購入者に案内しているとして宣伝等を続けている。このような視えない読めない注意書き広告は「言い訳」「免罪」のためで有害でしかない。
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ギャンブルをめぐる言葉
○「責任ギャンブリング施策（Responsible Gambling Policies／ＲＧ）」
ギャンブル問題を未然に防ぐためにはセーフネットが必要です。滝口直子大谷大学教授は、外国のギャンブルを調査してＲＧを報告しています。　
ノルウェーでは国営宝くじ、スポーツくじ、キノ、競馬、ギャンブルマシーンがあり、ギャンブルマシーンは民営は禁止して国営の安全装置付きマシーンが導入されています。1日・1ヶ月あたりのプレイ上限金額が決められており、勝った金は口座に入ります。ヘルプラインという助けを求める窓口への電話数も、月末にはプレイヤーが限度額に達しているため激減するそうです。
程度は別として、このＲＧは欧米、韓国、シンガポールでも実施され、一定機能しています。
一方、日本のギャンブルはパチンコを含めてＲＧが全くありません。ギャンブラーズ・アノニマスという自助グループも日本に約140団体あるそうですが、治療はごく限られています。アメリカでもギャンブル依存症者の受診率は低いが、カナダや欧州ではインターネット利用の治療もあるようです。
日本ではカジノ誘致が儲け本位に進められていますが、200万人以上のパチスロ依存症者は放置されている状況で、国や地方自治体のＲＧはゼロに等しいといえます。
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ギャンブルＮＥＷＳピックｕｐ
　2013年12月のカジノ法案提出以降、ＩＲ・カジノを論じるメディアやＨＰの動きが多くなりました。事務局で判る範囲ですが少し整理してみました。　　　（ＢＪはビジネスジャーナルの略）
2013.12.5　　ＩＲ法　衆院提出
12.7　　赤旗 ／ カジノ合法化法案、シーガイア（特集）
12.12　 カジノ財源を文化振興予算に（木曽崇国際カジノ研究所長）
12.17～18　　朝日（大阪） ／ ギャンブル依存症の闇（上）（下）（東京版2014.1.8～9）
12.25　 赤旗 ／ 大阪府市カジノ誘致へ準備会議
12.26　　読売 ／ 今日のノート「ギャンブル依存症」（文化生活部長）
2014.1.1　　 ＢＪ ／ カジノ解禁の問題点（山脇康嗣弁護士　慎重論者） 
1.3　　 赤旗 ／ 大阪のカジノをめぐる動き（井上コメント）
1.4　　 ＨＰコラム ／ カジノ解禁前に賭博罪がこのままでいいのか（園田寿教授・弁）
1.5　　 カジノ合法化勝負の年（木曽崇）
1.6　　 園田氏コラムへの反論（木曽崇）
1.9     産経 ／ 林文子横浜市長、ＩＲプロジェクトチーム4月発足発表
1.11    読売 ／ カジノの街の変貌（世界の深層）
1.14　　ＩＲ法有料セミナー（木曽氏、新日本監査、三宅法律事務所）
1.15    ポスト ／ 細川都知事候補、カジノ消極、　情報誌 ／ パチンコ業界悪化
　　　　　 1.18    毎日 ／ ＮＥＣ系会社、15億円ギャンブルに
1.20    対策協、都知事候補にカジノ・ＩＲ法についてアンケート
　　　　消団連サイクル紙 ／ カジノ法案をめぐる動きと問題点（井上弁）
1.22    産経 ／ コンゴ大使館放火職員、カジノ使い込み
　　　　カジノ産業の研究を進めるロケーション・エンターテイメント学会（金沢工大）
1.24　　ＩＲ法　衆院付託
1.29　　任意グループ、ボートマッチアンケート→カジノ賛成４３％、反対４６％
　　　　日経 ／ 上田埼玉県知事、東京カジノも収益を地方配分を。
1.31　　ＮＹタイムス ／ アジア２位の富豪・日本も視野にカジノ事業、米国で広がるカジノとマリファナ合法化と代償
　　　　消費者法ニュース ／ カジノを許さない大阪の取り組み（川内泰雄）
2.2　　 朝日 ／ 下村文相「お台場に一大ＩＲ・カジノを構えたい」と演説
2.3　　 事業情報 ／ 「集客の切り札　カジノの可能性」（永濱利廣）
2.5　　 産経 ／ 2020年へ　カジノ推進民間団体（ＩＲ推進協議会設立準備委）発足
2.6　　 中日 ／ カジノ合法化阻止、全国カジノ賭博場設置反対連絡協議会設立へ
赤旗 ／ カジノ誘致　踊る自治体、法案審議前から沖縄6901万円、東京1000万円、千葉1499万円など12自治体で1億4000万円の税金投入
　　　　　 2.7　　 現代 ／ カジノ案　東京お台場案（江東区青海1丁目スマートシティー案）以外に若洲海浜公園や築地市場跡案も。沖縄は浦添市キャンプ･キンザー案
　　　　　 2.8　　 ＢＪ ／ 迷走するカジノ解禁、反対派活発化、公営でもリスク大（山脇弁）
2.24　　「カジノ・デベロップメント・マネジメント講座」（大商大ｱﾐｭｰｽﾞﾒﾝﾄ産業研）
　以上のように、昨年12月から2ヶ月のメディア報道を追うと、カジノ“情報”でメシを喰う人は早くも業界への「コンサル」案内で多忙なようです。
　これに対して依存症をなくそうというＧＡらの動きがあります。窃盗癖（クレプトマニア）を治療する「クレプトマニア講演会」が3月15日13:30～15:00、竹川道夫Ｄｒを講師として香川県高松市・かがわ総合リハビリテーションセンターで予定されています。（高松あすなろの会0120-39-0476）
　近頃、お金ならあるのに万引きをする高齢者が増加しています。ギャンブル依存症と共に「万引き」も、これを生み出す「社会」「環境」問題を抜きに考えられません。
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
コラム１　　　真のニュースは悪いニュース（マクルーハン）
　広告主は自らの商品・サービスの良い面だけを広告するために金を出している。広告媒体である新聞、テレビ、雑誌その他はカネで買われて広告する。新聞も紙面作りは広告主からの収入によっているので独立性は極めて弱い。広告費から自立して「買ってはいけない」との広告もする「暮らしの手帖」や「週刊金曜日」のようなメディアは少ない。建前でいえばＮＨＫは受信料で支えられて広告主から独立している。このためテレビ、特に「商業テレビ」では「相似化現象」の下、一億総白痴化とまで批判された興味本位の欲望（食と性とゴシップバラエティ）番組で占められている。日本のテレビ、新聞、雑誌は、食べること、遊ぶこと、飾ることでその時間や紙面の大半を占めている。立場の見解もあるが、真面目にニュースについて報じ、社説や論評、解説するのは全体の１０分の１以下といえる。
私たちがギャンブルについて知るニュースも悪いニュースだ。即ち犯罪で奪った金がギャンブルに投じられた場合のものだ。しかし、そもそも公営ギャンブルが犯罪、反社会的であるとか、病気を増やし社会に害をもたらしているものとしてのニュースはほとんどない。
むしろ、公営ギャンブルではその収益金の公共的利用を一方的に宣伝する媒体になっている。この意味でギャンブルは本当に悪いニュースも報じられないまま、不真正な広告ニュースで支えられているのである。
コラム２　　　カジノで７兆７０００億円？！
　経済界はカジノのＩＲで「ＩＲ推進協議会設立準備委員会」（議長寺島実郎）を2月5日発足させた。一方、法律家や多重債務者ら被害を考える市民は「全国カジノ賭博場設置反対連絡協議会」の設立を決めている。
　推進派は観光その他の経済のプラス効果を主張する。その額は7.7兆円ともいうが、この計算方式は金が動けば良いというだけで、負の経済効果や社会的被害や人の不幸そのものは計算評価しない。かつてパチスロは売上20兆円といっていたし、その他の公営ギャンブルは10兆円とされた。こんな計算なら原発事故対策に要する経済効果（費用）は数千兆円になるから有効というのと同じだが、これに比べるとカジノなど鼻クソレベルというようなものだ。
コラム３　　　カジノの金で依存症対策ができる？！
　2013年11月8日の「金曜討論」で、自民党の岩屋毅氏は、五輪までにカジノを解禁し、その収益で依存症抑止対策をとると述べた。依存症対策の必要性を認めたことは正しいが、今の公認ギャンブル下での依存症抑止対策を言わないところが巧妙である。しかも具体的な依存症対策は言わない。この討論で一方の早川忠孝弁護士（元衆院議員）は、カジノは「不幸生産地域になる」と述べていた。実は、今の厚生予算の運用でもギャンブル依存症対策はできる。最大の予防対策は、客に一定以上の金を賭けさせないことであり、依存症者にはギャンブルをさせないことだ。その治療・抑止対策費は原因者負担の原則（利益者負担の原則）によりギャンブル主催者側に負担させることだ。
コラム４　　　東京五輪と東京カジノ候補地etc
　2020年の東京五輪までにカジノを開設したいとして「政治屋」「経済屋」が動く東京湾カジノ。ここにはフジメディアが推進する「お台場案」以外にも「若洲海岸公園案」「築地市場跡地案」の推進グループもある（現代）。もちろん、千葉県側もカジノ誘致への予算を投じており、東京湾だけでも早くも綱引きが始まっている。
　これらの各案にはその利権につながる「政治屋」「経済屋」がそれぞれ付いている。甘い儲け話にハエが集るの図である。
コラム５　　　カジノ違法下の公金カジノ誘致公費
　カジノは現行法上、明らかに違法。そのカジノを地元に設置したいという12自治体（北海道～沖縄）は1億4000万円以上の税金を投じ、博報堂などコンサルらに委託して検討している。法律で何も決まっていないのに「見切り発車」の検討費や委託料は違法・不当との声が出て当然である。
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
カジノ反対の歌・唄シリーズ④　　日本の唱歌編
　今回はいずれも日本の唱歌の替え歌。原曲に合わせて歌えると思います。
○籠目かごめ（カジノ）
　　　カジノ　　カジノ　　カジノの中の客は　　いついつ出やる
　　　夜通しのバカラ　　カードの借金　　残った　　後ろの手配使　　だーれ
○かたつむり（かつつもり？）
　　１　でんでん　大小　大当たり　お前の数字はどこにある　赤出せ　黒出せ　当たり出せ
　　２　でんでん　スロット大当たり　ラッキーセブンはどこにある　メダルのある内　当たり出せ
　　３　でんでん　勝てない　カジノでは　お前の未来はどうになる　金出せ　借り出せ　破産だぜ
○浦島太郎（カジノ編）　この元歌は文部唱歌ですが明治39年万原和三郎作詞の「うらしまたろう」に由来し、一番は「むかしむかしうらしまは　子供のなふる亀をみて　あわれと思い買いとりて　深き渕へそ　放ちけるむ」でした。
　　　１　むちゃなむちゃな金持ちは　カジノの誘いに乗せられて　
EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ヴイアイピー),ＶＩＰ)になったなら　思いもかけない　快さ
　　　２　初心者ラックのごちそうは　次から次へと大当たり　
　　　　　ただ快適で面白く　月日も時間も夢のうち
　　　３　負けが続いて　気がついて　チップの勘定　そこそこに
　　　　　帰る手前の清算を　カードで払った大借金
　　　４　帰ってみれば　こはいかに　元いた家も金もなく　
お金を貸した連中は　行方不明の者ばかり
　　　５　心細さに　全財産を　計算すれば　大金庫
　　　　　中からパッと　赤い火が　たちまち　太郎は火ダルマに
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カジノ誘致巨額税金の使途調査　御参加のお願い
ＩＲ法（カジノ特区法）は議員立法等推進準備の段階にありますが、地方自治体では誘致活動に巨額の公費が使われています（2013年まで）。
１．北海道980万円　　なお、札幌、小樽、苫小牧、釧路、夕張もあります。
２．東北は岩手県、山形県、秋田県、宮城県に動きがありますが、金額はよくわかりません。
３．関東は千葉県1499万円、神奈川県130万円（横浜市400万円）、東京都1000万円、さらに茨城県、栃木県にも動きがありますが金額は不明です。
４．中部では愛知県、静岡県、長野県、新潟県、富山県、石川県（金沢市も）に動きがありますが金額は不明です。
５．近畿では大阪府530万円（大阪市、泉佐野市190万円）、和歌山県922万円、さらに三重県、滋賀県がありますが金額は不明です。
６．中・四国では香川県、徳島県、愛媛県に動きがありますが金額は不明です。
７．九州では長崎県839万円（佐世保市888万円）、沖縄県6901万円、さらに福岡県、宮崎県でも動きがありますが金額は不明です。
　これらの公費支出には職員の特別配置費用（ＩＲ誘致担当課費用）の人件費外までは必ずしも含まれていないようです。結局、千葉県1499万円は三菱総研へ、長崎県・佐世保市1050万円は博報堂へ、北海道は国の交付金利用の緊急雇用創出推進事業費から980万円を国際カジノ研究所らに支払って外注しているのです。東京都の2002年の調査費は何をしたのかよくわからないようです。
　要するに、刑法で禁止中のカジノ誘致研究について公費を使うのは早すぎます。その内容はいわば換金を堂々とするパチスロ店を誘致するのに導入検討費を掛けているのと同レベルといえます。
　そこで北海道から沖縄の関係自治体に、まずはカジノへの体制づくり、公費支出の準備から契約、その経過を情報公開してみる必要があると考えられます。
　全国の会員の皆さん、例えば次のような情報公開請求（ほとんど当該市民でなくとも可能なようです）をしてみませんか？　情報公開を請求すること自体、良い勉強の機会になると思います。

ギャンブルオンブズマン


（ギャンブル依存症を生む公認ギャンブルをなくす会）


大阪市中央区北浜1-2-2　北浜プロボノビル


事務局　井上善雄（�HYPERLINK "mailto:inoue@peacelaw.jp"�inoue@peacelaw.jp�）


TEL：06-6202-5050／FAX：06-6202-5052


会ブログ：�HYPERLINK "http://gambl.seesaa.net/"�http://gambl.seesaa.net/�（ﾊﾞｯｸﾅﾝﾊﾞｰ他掲載）





なくそう！


ギャンブル被害
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ギャンブル依存症を生む


　　　　公認ギャンブルをなくす会
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当会は財政上は専らカンパで成り立っています。


会費・カンパを下記口座までお願いします。


記


りそな銀行　北浜支店　普通０１１５７１９


口座名義：ギャンブル被害をなくす会





情報公開条例による文書公開請求（案）


１．県・市（請求先）におけるＩＲ（特定複合観光施設、いわゆるカジノMICE、宿泊、観光施設を含む）について誘致または導入することに関して行政担当部局の有無がわかる文書全て


２．特別に担当を定めている場合は、その長、担当職員数、その職兼務の有無、その職員に要する費用年間総額（人件費、デスク・事務機等設置費、電話等通信費も含む）のわかる文書全て


３．平成２６年２月（現在）までにカジノの調査・検討に要した費用総額のわかる文書全て


４．行政当局（単独または他の自治体その他の共同も含む）がＩＲ、カジノに関連して調査、研究費用を支出決裁したことがわかる文書と成果物（報告書等名目問わず）全て


５．その委託契約の決定に至る手続、契約書、契約金額、支出金のわかる文書全て


６．外部委託による検討では、報告等名目にかかわらず、自治体に報告されている成果物全て


７．平成２５年３月提案の予算（案）のうち、ＩＲ、カジノに関連したものがあればその項目、金額、内容のわかる文書全て


８．その他、自治体がＩＲ・カジノに関連し、その誘致、調査、見学等に要している費用があれば、①年月日、②その内容ごと、③その成果ないし報告書等の内容がわかる文書全て
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